
業績目標の標語（指導者評価）
目標としていた達成水準を上回る成果を出した（１００％超）

目標としていた達成水準に到達した（１００％）

わずかに目標の達成水準に達しなかった（９０％以上１００％未満）

目標の達成水準には届かなかった（６０％以上９０％未満）

目標の達成水準までは遠い結果となった（６０％未満）

目標達成のための取り組みが見られなかった

わずかに目
標の達成水
準に達しな
かった（90％
以上100％
未満）

本年度において、他市の事例等を研究し、その内容について、議
員全員協議会で説明し、手引き（ガイドライン）について、年度末ま
でに修正を行った。

政務活動費の活用 政務活動費の充当経費範囲等の
見直し

◎部局目標２ 関連の施策・基本事業No ― 〈これまでの経緯〉
平成24年の地方自治法の改正により、名称が「政務
調査費」から「政務活動費」に変わるとともに、経費
の範囲も拡充されたが、当市の条例は改正されてい
ない現状である。

〈取り組む目的〉
地方自治法の改正を踏まえ、経費の範囲を拡大す
ることにより、政務活動をより行いやすくする。

〈現状分析〉
政務活動費の運用について、現在の手引き（ガイド
ライン）では、現状に沿っていない部分もあり、長年
の懸案事項であったことから、見直しを検討する必
要がある。

〈課題〉
運用面については、様々な判例があることから、調
査・研究し、一定の使途基準づくりが必要である。

〈目標数値〉
手引き改訂の完了。

〈達成された状態〉
手引きの改訂により、使途の判断に困ることがな
いよう、使途基準が明確になっている。

〈手段・工程〉
条例・規則改正案と共に他市等の使途基準等を
調査し、手引きの改訂案を協議等の場で提案し、
協議する。

▼

〈目標数値〉
議員が必要とする資料の精査等を含めた支援対
応件数：30件

〈達成された状態〉
職員の法務能力が向上し、議員からの依頼等に
対しサポート体制が整備されている。

〈手段・工程〉
より効果的な研修を取捨選択し、研鑽に努める。 ▼

わずかに目
標の達成水
準に達しな
かった（90％
以上100％
未満）

支援対応件数については11月において、４７件であり、目標数値
に達した。また、対面型研修、オンライン型研修を通じて、事務局
職員としての能力向上に努めたところであるが、通年議会の運営
業務を行いながらの研修参加であるため、職員が希望する研修へ
の参加が困難な状況もあった。

事務局機能の強化 法務能力の強化

◎部局目標１ 関連の施策・基本事業No ― 〈これまでの経緯〉
議会基本条例に基づき、議員の政策形成及び立案
を補助する組織として、事務局職員の調査・法務能
力を高めるため、効果的な研修会への派遣を行って
いる。

〈取り組む目的〉
事務局によるサポート体制の充実強化を図る。

〈現状分析〉
議員の政策形成及び立案等のための支援状況がま
だまだ十分ではない。

〈課題〉
通年議会の運営業務を行いながら、法務的支援を
行うため、研修会等への派遣調整に苦慮する面が
ある。

２０２５（令和７）年度 部局マニフェスト
～私たちの組織使命と目標～
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▼

目標としてい
た達成水準
に到達した
（100％）

全住民自治協議会を対象に各住民自治協議会の意向を確認し、
39住民自治協議会の内、38の住民自治協議会で地域意見交換が
実施できた。地域意見交換で議論された内容について、班長会議
で情報共有を行い、また、「議会だより」においても、掲載した。

広報広聴機能の充実 市民の議会への参画

◎部局目標３ 関連の施策・基本事業No ― （これまでの状態）
市民の議会への参画機会が少ない。

（取り組む目的）
議会への関心を高め、議会活動を理解してもらい、
市民との信頼関係を構築する。

（現状分析）
これまでも、議会中継、広報誌、YouTube、LINEを活
用し情報発信に務めてきたが、市民参加が促進され
たと言える状態ではない。

（課題）
市民の議会への参画がすすんでいない。

〈目標数値〉
地域意見交換会を20回以上実施する。

〈達成された状態〉
市政や議会への関心が向上し、議会も地域課題
を把握できている。

〈手段・工程〉
市民に市政を自分ごとと考えていただくため、住
民自治協議会単位で意見交換会を開催する。


